
































































































































































































































































家 庭 生 活 家 族
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































在 り 方 8（3．2） 32（12．6）14（1．6）
そ　の　他・無　回答 6（2．4） ・1（4・3）14（1・6）
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・「わたしの生活はいつも時間に追われています。気ば
　かり焦っているのかもしれませんが，ほとんど余裕が
　ありません。満足感はあるが，時々ボケーッとした時
　が欲しいと思う。」
・「わたしの生活は，今しかできないことを重視してい
　る。」
・「わたしの生活は，学校へ行き，バイトをして毎日毎
　日同じことの繰り返しで息が詰まる。ストレスがたま
　る。なんとかしたい。」
　「生活」に対しては，「家庭」と異なりその主導権が
自らにあるということは，多くの回答者が認識している
ところであった。
　肯定的な文章の内容であっても，否定的なものであっ
ても，他の家族員へ責任転嫁したり，環境のせいにした
りはせず，回答者個人の問題として捉えている。
　反省とともに，願望や決意の内容が多いのも，個人の
意思で変化させる可能性のあるものとして捉えているの
であろう。
　「家族」についての大きな特徴は，その構成や規模，
形態について表していること，次いで各々の家族員の性
格などの実態を述べ，それに付随して全体の雰囲気や生
活場面の様子が描かれているのである。
　典型的な文章は以下のとおりである。
・ 「わたしの家族は7人で，昔でいえば普通ですが，核
　家族の増える中，とても珍しい大家族だと思います。
　しかも，長男が家を継ぎ，両親の面倒をみるという典
　型的なパターンです。」
・「わたしの家族は，父，母，妹，弟，私の5人です。
　父はとても努力の人です。母はいつもニコニコして，
　楽しく優しい人です。妹はいつも人を笑わせます。弟
　は甘えん坊でかわいいです。みんなそれぞれ個性があ
　りますが，全員B型です。」
・ 「わたしの家族はよく5人そろって茶の間でTVを見
　ます。朝や昼は一緒に食事ができませんが，夜だけは
　時々みんなで集まります。みんな自分の部屋を持って
　いるのに何気なく集まってしまうのです。」
　個々の家族員の描写では，職業や年令など明確な材料
を記したものはほとんどない。一方，本調査で目につい
たのは，家族員の血液型，星座などの描写で，それに関
連して家族の雰囲気や性格を表していることである。
　「○○座だから，個性的である。」など，評価，判断
の1基準として用いているのである。
　また，家族の構成員は常識的には人間のみであるが，
ペットである犬，ねこなどの種類，年齢，特技なども家
族員と同様に記されているものも目につく。ペットが家
族の一員として，大きな存在であることを伺わせる。
　また，祖父や祖母の登場してくる描写は，ほとんどす
べてが思いやり，尊敬の対象として表わされている。拡
大家族として同居している場合や，すでに亡くなった祖
父母に対してさえも家族の一員としての思い出として描
かれていて，その存在と拡大家族を誇りに思っている者
が多いのが特徴的であった。
　「家族」については，願望や在り方などの描写は少な
く，「家庭」より個々の家族員の描写や構成などが，具
体的に示されている。また，「生活」のように自分の描
写はほとんどなく，「家族」の一員に含まれた形として
の自分が存在し，明確化されていなかった。
　以上，1）2）を通して女子学生の「家庭」「生活」
「家族」の認識についてのいくつかの知見を述べてき
た。
　日常語としてのこれらの言葉を調査して分かったこと
は，30分程度の調査の時間が，回答者にとっては短いと
感じられること，すぐには書き出さず，熟慮の上で書く
場合がほとんどであったこと，むずかしいと感じる学生
が多かったことなどである。
　日常的であるがゆえに，様々な要素が浮かび上がり，
統一できない場合もあるし，逆に何を記してよいのか分
からないほど漠然とした対象である場合もある。
　しかし，それだけに彼女らの置かれた家庭生活があた
りまえであり，幸福であり，それらにとらわれる必要の
ない環境であったことを示すものなのかもしれない。
　「家庭」や「家族」の認識は概して肯定的なものが多
かったが，現実には様々な問題があり，決して楽観視し
てはならない。むしろ，『明るい』『楽しい』という願
望や在り方を含めたものとして受け取るべきであろう。
　また，「生活」については，女子学生の成長段階では
すでに自らのものとして，動的に捉えているということ
が分かり，精神的な自立へのきざしが感じられた。この
ことは，次章で述べる家政学や家庭科教育への課題とし
て示唆されるものであった。
3．　家政学，家庭科教育への課題としての
　家庭生活認識
　家政学において「家庭」「生活」「家族」の概念定義
は基本として重要である。定義をする必要性の1つは共
通した土台，価値を持つことに意義があるのであり，学
術用語としては，その学問独自の捉え方や方向性がそこ
には含まれているのである。
　しかし，日常性の高い言葉は，常に変化しているので
あり，家政学者は概念規定の必要性と同時に，常に検証
していく姿勢が必要である。家政学では，家庭や生活，
家族について，その一部を客観的に把握する研究が多い
が，そのもの全体を把握する総合的な研究をさらに積み
上げることが重要である。
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　また，家庭や生活を既に自明のものとして扱うのでは
なく，その本質を考えること自体が，研究者及び家政学
を学ぶ学生にとって第1の大きな命題であろう。
　このような意識が薄いと，家政学の研究や教育は方向
性のないものとなりがちである。それぞれがどのような
家庭，生活，家族の在り方を前提としているか，また，
現実をどの程度把握しているかなど，研究や教育の表面
には出てこなくても，それぞれが認識することである。
　家庭科教育においては家庭生活の認識について，新た
な展開が見られる。
　平成元年に発表された中学校学習指導要領によれば，
男女ともに「家庭生活」の領域を学習することになるか
らである。小学校，高校では以前から家族，家庭を扱う
領域があったが，中学では新しい領域である。
　中学校においては実践的・体験的な学習を通して，
『自己の生活と家族の生活との関係について理解させ，
家庭生活をよりよくしようとする実践的態度を育てる』
ことが家庭生活領域においての目標とされている。
　さらに，指導事項として『家庭の機能と家庭生活の意
義を知ること』『家族の生活と家族関係について考える
こと』の2点があげられている。
　目標及び指導事項には『自己の生活』『家族の生活』
r家庭生活の意義を知ること』とあるが，これらをどの
ように生徒に把握させるかが授業の内容，方法としては
第1に重要である。自己の生活が把握できないままに，
その意義を知らされることは，倫理的な意味が強いもの
となる。前段階として自己の家庭生活全体を認識するこ
との重要性がこの点からもいえるのではないだろうか。
お　わ　り　に
　本論では，日常語としての家庭，生活，家族について
の認識がどのようになされているかを把握し，その重要
性を述べるとともに，女子学生を対象とした調査からの
知見を示した。その上で，家政学や家庭科教育において
若干の課題を提起した。
　今後，これらを活かした研究と教育を自らの課題とし
たいと考えるものである。
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